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(54) Title: PINEAPPLE SQUEEZER

(54) 発明の名称 ：パイナツプル絞 リ器

(57) Abstract: Disclosed i s a pineapple squeezer
圆 which enables even a woman, a child, or the like who

i s lack in strength to easily prepare a pineapple with
out soiling a tabletop. The pineapple squeezer com
prises a cylindrical part (22) which vertically pene
trates the top of the squeezing part (2) comprising a
plurality of projecting lines (21) for scraping out juice
etc. A cutting blade (23) i s formed at the upper edge
of the cylindrical part (22), and a bottom surface (24)
i s formed at the lower edge. When the juice i s
squeezed out by the projecting lines (21), the core of
the pineapple has the periphery thereof cut out by the
cutting blade (23) and housed inside the cylindrical
part (22) without being crushed. This enables to easi
ly squeeze out the juice from the pineapple with light
strength.

(57) 要約：本発明は，卓上を汚す こともな
く，非力な女性や子供等であっても容易に
調理できるパイナツプル絞 リ器を提供する
ことを目的とするものである。果汁等を搔
き出すための複数の突条 (21) を有する搾汁
部 (2)の頭頂部を上下方向に貫通する円筒部
(22) を有する。円筒部 (22) の上端縁には切削
刃 (23) が，下端縁には底面 4)が形成され
る。突条 (21) によって果汁が絞 り出される

とき，パイナップルの芯は，切削刃 3)によって周囲が切 り抜かれ，押 し潰されることなく円筒部 (22) の
内部に収容される。これにより，軽い力で容易にパイナップルから果汁を絞 り出すことができる。



明 細 書

発 明の名称 ：パイナ ップル絞 り器

技術分野

[0001 ] 本発 明は、半分 に輪切 りに したパイナ ップルの切断面 を押 し当てなが ら回

転 させ る ことによ り、果肉及び果汁 を絞 り出すパイナ ップル絞 り器 に関す る

ものである。

背景技術

[0002] 従 来か ら、パイナ ップルか ら果肉及び果汁 を絞 り出 して生 ジュース を作成

す る際 には、パイナ ップルか ら外皮及び芯 を取 り除 いてか ら、 ミキサー等 に

か ける必要が あ り、多大な手間がか け られ ていた。特 に、パイナ ップルの芯

は硬 く、 これ を取 り除 くのは容易ではな く、一般消費者が気軽 にパイナ ップ

ル ジュース を作成す るの を阻む要因 とな っていた。

[0003] —方 、 レモ ン、 グ レー プフル ー ツ等の柑橘系果物 においては、半分 に輪切 り

に した レモ ンか ら果汁 を絞 り取 る レモ ン絞 り器が普及 している。一般 に レモ

ン絞 り器 は、 レモ ンか ら果汁 を搔 き出す突条 を有す る ドーム状の搾汁部 と、

搔 き出 した果汁 を受 けるための受 け皿部 によって構成 され るものであるが、

搾汁部の頭頂部 に柑橘系果物の種 を取 り除 くための穴 を設 けた果汁絞 り器が

提案 され ている （例 えば、特許文献 1 参照）。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 ：登録実用新案 3 1 0 4 4 3 号公報

発 明の概要

発 明が解決 しょ うとす る課題

[0005] 一般 的な レモ ン絞 り器 を大型化 してパイナ ップル ジュースの作成 に適用 し

た場合、絞 り器の頭頂部 に当て られ るパイナ ツプルの硬 い芯が果汁の絞 り作

業の妨 げとな り、特 に女性がパイナ ップル ジユース を作成す るにあた っては

、困難 を極めていた。一方、上記特許文献 1 に示 された絞 り器 をパイナ ップ



ルジュースの作成に適用 した場合、単に頭頂部に柑橘系果物の種を取 り除 く

ための穴を設けた構成では、パイナ ップルの硬い芯を容易に取 り除 くには至

らず、特に搾汁 しているパイナ ップルの中程か ら後半にかけて、容易に回転

させることができないものと予想 される。また、頭頂部の穴か ら、パイナ ツ

プルの果汁が こぼれ落ち、卓上を汚す ことも予想 される。

[0006] 本発明は、上記課題を解決するためになされたものであ り、卓上を汚す こと

もな く、非力な女性や子供等であっても容易に調理できるパイナ ップル絞 り

器を提供することを目的とする。

課題を解決するための手段

[0007] 上記 目的を達成するために発明のパイナ ップル絞 り器は、輪切 りされたパ

ィナ ツプルか ら果汁を搔き出す突条を有する ドーム状の搾汁部 と、搔き出 し

た果汁を受けるための受け皿部を備えたパイナ ップル絞 り器であって、前記

搾汁部の頭頂部を上下方向に貫通 して形成 された円筒部 と、前記円筒部の上

端縁に形成 された切削刃をさらに備えた ことを特徴 とする。

[0008] このパイナ ップル絞 り器においては、前記切削刃は、押 し又は引きの両方

向に切削可能に形成 されていることが好ま しい。

[0009] このパイナ ップル絞 り器においては、前記円筒部は、底面を有することが

好ま しい。

[001 0] このパイナ ップル絞 り器においては、前記円筒部の底面は、前記受け皿部

の底面よ りも上方に位置 されていることが好ま しい。

[001 このパイナ ップル絞 り器においては、前記搾汁部 と前記受け皿部が交わる

隅部には、扇状のフィレツ 卜が形成 されていることが好ま しい。

[001 2] このパイナ ップル絞 り器においては、前記円筒部の内側面には、前記上端

縁か ら前記底面に亘 つて、連続する溝が形成 されていることが好ま しい。

[001 3] このパイナ ップル絞 り器においては、前記円筒部の内側面には、内方に突

出する突出部が形成 されていることが好ま しい。

発明の効果

[001 4] 本発明のパイナ ップル絞 り器によれば、半分に輪切 りされたパイナ ップル



の切 断 面 をパ イナ ップル絞 り器 に押 し当て て 回転 させ る ことに よ り、切 削刃

に よ ってパ イナ ップル の 芯 が 円柱 状 に切 り抜 かれ 、芯 は 円筒 部 の 内部 に侵 入

され る。従 って 、硬 い芯 を押 し潰 す ことな く、搾 汁部 の 突条 に よ って芯 の周

辺 の実 の部 分 か ら果 肉 と果 汁 を絞 り取 る ことが で き、非 力な女 性 や子 供 等 で

あ って も容 易 に調 理 で き る よ うにな る。

図面 の簡 単 な説 明

[001 5 ] [ 図 1 ] 本発 明の 一実施 形態 に よ るパ イナ ップル絞 り器 の外観 を上 方 か ら示す 斜

視 図 。

[ 図 2 ] 同絞 り器 の外観 を下方 か ら示す 斜視 図 。

[ 図 3 ] 同絞 り器 の 平 面 図 。

[ 図 4 ] 図 3 に お ける A _ A 線 断 面 図 。

[ 図 5 ] 同絞 り器 の搾 汁部 の頭 頂 部 を拡 大 して示す側 面 図 。

[ 図 6] 同絞 り器 に よ ってパ イナ ップル を調 理 す る様 子 を示す 写 真 。

[ 図 7] 同絞 り器 に よ つて果 汁 が絞 り取 られ たパ イナ ップル の残 骸 を示す 写 真 。

[ 図 8 ] 同絞 り器 に よ って絞 り取 った 果 汁 を他 の容器 に移 し替 え る様 子 を示 した

写 真 。

[ 図 9 ] 上 記 実施 形態 に よ るパ イナ ツプル絞 り器 の 変 形例 を示す 斜視 図 。

[ 図 10 ] 同パ イナ ツプル絞 り器 の 円筒 部 の 断 面 図 。

[ 図 1 1 ] 上 記 実 施 形態 に よ るパ イナ ツプル絞 り器 の別 の 変 形例 を示す 斜視 図 。

[ 図 12 ] 同パ イナ ツプル絞 り器 の 円筒 部 の 断 面 図 。

発 明 を実施 す るた めの 形 態

[001 6] 本 発 明 の 一実施 形態 に よ るパ イナ ップル絞 り器 につ いて 図面 を参 照 して説

明す る。 図 1 乃 至 図 4 はパ イナ ップル絞 り器 の構 成 を示 して い る。パ イナ ツ

プル絞 り器 1 は 、輪 切 りされ たパ イナ ップル か ら果 肉及 び果 汁 を絞 り取 る ド

— ム状 の搾 汁部 2 と、搾 汁部 2 の 周 辺 に形成 され て い る受 け皿 部 3 等 に よ つ

て構 成 され て い る。

[001 7] 搾 汁 部 2 は 、 果 汁等 を搔 き出す た め の複 数 の 突条 2 を有 して い る。突条

2 1 は 、 ドー ム状 の搾 汁部 2 に放 射 状 に形成 され て い る。 受 け皿 部 3 は 、突



条 2 によって搔き出された果汁を受けるために設けられている。搾汁部 2

と受け皿部 3 が交わる隅部には、扇状のフィレツ ト3 5 が形成 されている。

搾汁部 2 と受け皿部 3 が交わる隅部に溜まった果汁は、フィレツ ト3 5 を伝

つて受け皿部 3 の底面に流れやす くなる。受け皿部 3 の外周部には、パイナ

ップルを絞る際に、受け皿部 3 を回転 しないように固定するための取 っ手 3

と、絞 った果汁をコップ等の他の容器に移 し替える際に使用 される注ぎ口

3 2 が形成 されている。

[001 8] 搾汁部 2 には、その頭頂部を上下方向に貫通する円筒部 2 2 が形成 されて

いる。円筒部 2 2 の上端縁には切削刃 2 3 力、 下端縁には底面 2 4 がそれぞ

れ形成 されている。円筒部 2 2 の直径は、パイナ ップルの芯に対応するよう

に設定されている。例 えば、 9 〜 1 0 玉サイズのパイナ ップルの場合は、直

径が 3 O m m 程度に設定される。また、円筒部 2 2 の底面 2 4 は、受け皿部

3 の底面 3 3 よ りも上方に位置 されている。すなわち、円筒部 2 2 は、受け

皿部 3 に対 して上げ底の構造 となっている。

[001 9] 図 5 は、搾汁部 2 の頭頂部、特に切削刃 2 3 の形状を示 している。切削刃

2 3 は、一般的な鋸刃ではな く、押 し又は引きの両方向に切削可能に形成 さ

れている。すなわち、いずれの方向に回転 させてもパイナ ップルに対する迎

角が等 しい対称な刃を有 している。通常、絞 り作業を行 う者が右利きの場合

パイナ ップルは上方か ら視て右回 り （時計回 り）に、左利きの場合パイナ ツ

プルは左回 りに回転 されることが多い。本実施形態によれば、いずれの方向

にパイナ ップルが回転 されても切削可能なように切削刃 2 3 が対称に形成 さ

れているので、利き腕を問わず円滑に絞 り作業を行える。また、パイナ ップ

ルを持ち替えることな く往復 して回転 させることによつても、両方向で絞る

ことができるので、調理時間を短縮できる。なお、切削刃 2 3 の先端は、パ

ィナ ツプルの実を切削できる程度に丸め加工が施 されているため、指等が触

れても怪我をする虞はない。

[0020] 図 6 は、パイナ ップル絞 り器 1 によってパイナ ップルを調理する様子を示

している。半分に輪切 りに したパイナ ップルの芯を切削刃 2 3 に位置合わせ



してパイナップルを押 しながら回転させると、突条 2 によって果汁が搔き

出されると同時に、芯は、切削刃 2 3 によって切 り抜かれて、押 し潰される

ことなく芯の形状を保ったまま円筒部 2 2 の内部に侵入 し収容される。切削

刃 2 3 が切削する部位は、芯のやや外側であって、充分に柔 らかい部位であ

るため、小さな力で容易に切削できる。切削刃 2 3 による切削の際に生 じた

果汁は、搾汁部 2 の外面及び円筒部 2 2 の内面を伝って、受け皿部 3 及び円

筒部 2 2 の内部に溜められる。例えば、パイナップルの半分を絞った場合、

円筒部 2 2 の内部には、約 3 c c 程度の果汁が溜められる。なお、この円筒

部 2 2 の内部に溜められた果汁は、円筒部 2 2 の容積に対 して僅かな量であ

るため、受け皿部 3 に溜められた果汁をコップ等の他の容器に移 し替える際

に、卓上にこぼれることはない。

[0021 ] 図 7 は、パイナツプル絞 り器 1 によつて絞 り終えたパイナップルの残骸を

、図 8 は絞 り取 られた果汁をそれぞれ示 している。図 7 に示すように、パイ

ナツプル絞 り器 1 からパイナップルが外されると、切削刃 2 3 によって円柱

状に切 り抜かれ円筒部 2 2 の内部に一旦収容された芯は、押 し潰されること

なく芯の形状を保ったまま引き抜かれる。一方、図 6 、図 8 に示すように、

パイナップル絞 り器 1 の受け皿部 3 には、成果物として大量の果汁及び果肉

が絞 り取 られる。

[0022] 以上のように、本実施形態のパイナップル絞 り器 1 によれば、半分に輪切

りされたパイナップルの切断面をパイナップル絞 り器 1 に押 し当てて回転さ

せることにより、切削刃 2 3 によってパイナツプルの芯が円柱状に切 り抜か

れ、芯は円筒部 2 2 の内部に侵入される。従って、硬い芯を押 し潰すことな

く、搾汁部 2 の突条 2 によって芯の周辺から果肉と果汁を絞 り取ることが

でき、非力な女性や子供等であっても容易に調理できるようになる。

[0023] また、切削刃 2 3 が押 し又は引きの両方向に切削可能なように対称に形成

されているので、右利き又は左利きの区別なく、容易にパイナップルを絞る

ことができる。また、パイナップルを持ち替えることなく往復 して回転させ

ることによつても、両方向で絞ることができるので、調理時間を短縮できる



[0024] また、円筒部 2 2 が底面 2 4 を有しているので、円筒部 2 2 の内部に侵入

された芯から滴 り落ちた果汁は、円筒部 2 2 の内部に溜められる。これによ

り、卓上が果汁によって汚されることがなくなる。また、円筒部 2 2 の底面

2 4 が受け皿部 3 の底面 3 3 よりも上方に位置されているので、調理後に円

筒部 2 2 の内部を洗浄する際にも底面 2 4 まで指先等が届き易くなり、パイ

ナップル絞 り器を清潔に洗浄することが容易となる。

[0025] また、調理後、受け皿部 3 に溜められた果汁等を他の容器に移 し替える際

に、搾汁部 2 と受け皿部 3 が交わる隅部に溜まった果汁等が、扇状のフィレ

ット3 5 を伝って流れやすくなるので、果汁等をこぼすことなく移 し替える

ことが容易となる。

[0026] (変形例）

図 9 は、パイナップル絞 り器 1 に係る変形例の搾汁部 2 の頭頂部を示す。

このパイナップル絞 り器においては、円筒部 2 2 の内側面に溝 2 2 a が形成

されている。溝 2 2 a は、円筒部 2 2 の上端縁から底面 2 4 に亘つて、連続

して形成されている。

[0027] 図 1 等に示すパイナップル絞 り器 1 を用いて果汁等を絞 り出す際には、円

筒部 2 2 の内部空間は、パイナップルの芯によって密封された空間となりが

ちである。このとき、円筒部 2 2 の内部に閉じこめられた空気は、パイナツ

プルの芯に押されて圧縮される。このため、調理者がパイナップルに加えた

力の一部は、内部の空気を圧縮するために消費されることから、調理者は、

より大きな力でパイナップルをパイナップル絞 り器 1 に押し当てつつ回転さ

せなければならないことがある。また、円筒部 2 2 の内側面とパイナップル

の芯の隙間から内部の空気が排出された場合であっても、調理後のパイナツ

プルの芯を円筒部 2 2 から引き抜く際に、円筒部 2 2 の内部が真空状態とな

るため、調理者は、より大きな力を込めてパイナップルをパイナップル絞 り

器 1 から引き抜かなければならないことがある。

[0028] 図 1 0 に示すように、本変形例においては、 3 本の溝 2 2 a が円筒部 2 2



の内側面に形成 されている。溝 2 2 a の深 さは、パイナ ップルの芯 P と溝底

との間で隙間が生 じ、 この隙間を介 して、円筒部 2 2 の内部 と外部 との間で

空気が流通可能 となる程度に設定 されている。

[0029] 本変形例 においては、搾汁時及びパイナ ップルの芯を円筒部 2 2 か ら引き

抜 く際に、円筒部 2 2 の内部 と外部 との間で空気が流通す るので、調理者の

労力を低減す ることが可能 となる。また、円筒部 2 2 の内部の空気が過度に

圧縮 され ることがないので、果汁の飛散 を抑制できる。

[0030] (変形例 ）

図 1 1 は、パイナ ツプル絞 り器 1 に係 る別の変形例の搾汁部 2 の頭頂部 を

示す。 このパイナ ップル絞 り器 においては、円筒部 2 2 の内側面に内方に突

出す る リブ （突出部） 2 2 b が形成 されている。 リブ 2 2 b は、円筒部 2 2

の上端縁か ら底面 2 4 に亘 つて、連続 して形成 されている。

[0031 ] 図 1 2 に示す ように、本変形例 においては、 3 本の リブ 2 2 b が円筒部 2

2 の内側面に形成 されている。 リブ 2 2 b の突 き出 し量は、パイナ ップルの

芯 P と円筒部 2 2 の内側面 との間で隙間が生 じ、 この隙間を介 して、円筒部

2 2 の内部 と外部 との間で空気が流通可能 となる程度に設定 されている。

[0032] 本変形例 においては、搾汁時及びパイナ ップルの芯 P を円筒部 2 2 か ら引

き抜 く際に、円筒部 2 2 の内部 と外部 との間で空気が流通す るので、調理者

の労力を低減す ることが可能 となる。また、円筒部 2 2 の内部の空気が過度

に圧縮 され ることがないので、果汁の飛散 を抑制できる。

[0033] なお、本発明は上記実施形態の構成に限 られ ることな く、少な くともパイ

ナ ップルの芯を円柱状に切 り抜 く切削刃 2 3 と、搾汁部 2 の頭頂部 を上下方

向に貫通 し、切 り抜 いた芯を一旦収容す る有底の円筒部 2 2 を備 えていれ ば

よい。また、本発明は種 々の変形が可能であ り、例 えば、搾汁部 2 や切削刃

2 3 の形状及び底面 2 4 の高 さ （円筒部 2 2 の深 さ）は、図示 した ものに限

られ ることな く、パイナ ツプルのサイズ等に応 じて適宜変更す ることができ

る。

[0034] また、上記変形例 においては、少な くともパイナ ップルの芯 P と円筒部 2



2 の内側面 との間で空気が流通可能な隙間が生ずれ ばよ く、溝 2 2 a 及び リ

ブ 2 2 b の形状及び個数並びにその配置 は、図 9 乃至図 1 2 に示 した ものに

限 られない。例 えば、 リブ 2 2 b の替わ りに半球状の突出部 を円筒部 2 2 の

内側面に数 ケ所設 けた形態であってもよい。

符号の説明

パイナ ップル絞 り器

2 搾汁部

3 受け皿部

突条

2 2 円筒部

2 2 a 溝

2 2 b リブ （突出部）

2 3 切削刃

2 4 底面

3 3 底面

3 5 フ ィ レツ 卜



請求の範囲

輪切 りされたパイナ ップルか ら果汁を搔 き出す突条 を有す る ドーム

状の搾汁部 と、搔 き出 した果汁を受けるための受け皿部 を備 えたパイ

ナ ツプル絞 り器であって、

前記搾汁部の頭頂部 を上下方向に貫通 して形成 された円筒部 と、

前記円筒部の上端縁に形成 された切削刃 をさらに備 えた ことを特徴

とす るパイナ ップル絞 り器。

前記切削刃は、押 し又は引きの両方向に切削可能に形成 されている

ことを特徴 とす る請求項 1 に記載のパイナ ップル絞 り器。

前記円筒部は、底面を有す ることを特徴 とす る請求項 1 又は請求項

2 に記載のパイナ ップル絞 り器。

前記円筒部の底面は、前記受け皿部の底面よ りも上方に位置 されて

いることを特徴 とす る請求項 3 に記載のパイナ ップル絞 り器。

前記搾汁部 と前記受け皿部が交わ る隅部には、扇状の フィレツ 卜が

形成 されていることを特徴 とす る請求項 1 乃至請求項 4 の いずれか一

項に記載のパイナ ップル絞 り器。

前記円筒部の内側面には、前記上端縁か ら前記底面に亘 つて、連続

す る溝が形成 されていることを特徴 とす る請求項 3 乃至請求項 5 の い

ずれか一項に記載のパイナ ップル絞 り器。

前記円筒部の内側面には、内方に突出す る突出部が形成 されている

ことを特徴 とす る請求項 3 乃至請求項 5 の いずれか一項に記載のパイ

ナ ツプル絞 り器。
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